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Q04a SN1006からのTeVガンマ線の観測とその非熱的輻射モデル
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CANGAROOチームでは、シェル型超新星残骸 SN1006からの超高エネルギーガンマ線の観測を９６年、９７
年の二年間にわたって、オーストラリアに設置した 3.8mのイメージング大気チェレンコフ望遠鏡を用いて行っ
た。その結果、シェル型超新星残骸からのTeVガンマ線を、世界で初めて検出した (ApJ, 497, L25, 1998)。信号
が検出された方向は、X線天文衛星ASCAが観測した非熱的なX線が最も強い、北東のシェルに一致している。
今回は統計量の豊富な 97年のデータ解析を進め、微分フラックスを求めることができたので、その結果を報
告する。また、SN1006からの非熱的輻射モデルを構築し、微分フラックスと比較することによって、超新星残
骸での磁場の大きさや、粒子の加速の最高エネルギー、物質密度、宇宙線陽子・電子の比など、粒子加速に関す
る重要な物理パラメータを決定することができたので、その結果についても報告する。電子のエネルギー・スペ
クトルは、べき関数と指数関数の積の形を仮定して、電波と X線領域でのシンクロトロン輻射の観測スペクト
ルを再現するように決め、陽子のスペクトルは電子と同様の形を仮定した。ガンマ線輻射機構としては、電子が
2.7K宇宙背景輻射の光子をたたきあげる逆コンプトン散乱、電子の制動輻射、陽子がまわりの星周物質との衝
突から生じる中性パイオンの崩壊によるものを考慮している。微分フラックスのべきは、逆コンプトン散乱モデ
ルでほぼ説明することができることがわかった。


